
令和４年９月１４日 

株式会社アップドラフトに対する景品表示法に基づく課徴金納付命令について 

消費者庁は、本日、株式会社アップドラフト（以下「アップドラフト」とい

います。）に対し、同社が供給する「滝風
た き

イオンメディック」と称する商品に

係る表示について、消費者庁及び公正取引委員会（公正取引委員会事務総局東

北事務所）の調査の結果を踏まえ、景品表示法第８条第１項の規定に基づき、

課徴金納付命令（別添参照）を発出しました。 

１ 違反行為者の概要 

名  称 株式会社アップドラフト（法人番号 9370001019036） 

  所 在 地 仙台市太白区富沢南一丁目２２番１１号 

  代 表 者 代表取締役 大城 雅樹 

  設立年月 平成２１年１月 

  資 本 金 １０００万円（令和４年９月現在） 

２ 課徴金納付命令の概要 

⑴ 課徴金対象行為（違反行為）に係る商品

「滝風イオンメディック」と称する商品（以下「本件商品」という。）

⑵ 課徴金対象行為

ア 表示媒体

(ｱ) カタログ

(ｲ) 「Ａｍｅｂａ」と称するウェブサイトにおける「滝風イオンメディッ

ク」と称する自社ブログ（以下「自社ブログ」という。）

イ 課徴金対象行為をした期間

令和元年５月１日から同年１２月１１日までの間

ウ 表示内容（別紙１ないし別紙４） 

(ｱ) カタログ

別表１「表示内容」欄記載のとおり表示することにより、あたかも、

本件商品は２４００万ｉｏｎｓ/ｃｃ以上のマイナスイオンを発生させ、

本件商品を使用すれば、本件商品によって発生するマイナスイオンの作

用により、６畳から最大８０畳までの空間において、浮遊するインフル

エンザウイルスを除去及び付着するインフルエンザウイルスを不活化

する効果、黄色ブドウ球菌、腸炎ビブリオ菌、サルモネラ菌及びレジオ
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ネラ菌を除菌する効果、アレルギー物質、浮遊ウイルスを分解、除去す

る効果並びに衣類の付着臭を分解、除去する効果が得られるかのように

示す表示をしていた。

(ｲ) 自社ブログ

ａ 別表２「表示内容」欄記載のとおり表示することにより、あたかも、

本件商品は２４００万ｉｏｎｓ/ｃｃのマイナスイオンを発生させ、

本件商品を使用すれば、白血球が大きくなって、免疫力が高くなる効

果が得られるかのように示す表示をしていた。 

ｂ 別表３「表示内容」欄記載のとおり表示することにより、あたかも、

本件商品は２４００万ｉｏｎｓ/ｃｃのマイナスイオンを発生させ、

本件商品を使用すれば、本件商品によって発生するマイナスイオンの

作用により、最大８０畳までの空間において、付着臭等を消臭する効

果、血圧を下げる効果、電磁波を除去する効果、血流を促進する効果、

活性酸素を除去する効果、関節炎を改善する効果、糖尿病を改善する

効果、慢性肝炎を改善する効果、慢性腎不全を改善する効果及び動脈

硬化症を改善する効果が得られるかのように示す表示をしていた。 

ｃ 別表４「表示内容」欄記載のとおり表示することにより、あたかも、

本件商品を使用すれば、室内に浮遊する花粉を吸着、除去する効果並

びに花粉症による涙目、かゆみ、鼻水及びくしゃみを解消する効果が

得られるかのように示す表示をしていた。 

エ 実際

前記ウの表示について、消費者庁は、景品表示法第８条第３項の規定に

基づき、アップドラフトに対し、期間を定めて、当該表示の裏付けとなる

合理的な根拠を示す資料の提出を求めたところ、同社から資料が提出さ

れた。しかし、当該資料は、当該表示の裏付けとなる合理的な根拠を示す

ものとは認められないものであった。 

オ 打消し表示

前記ウ(ｲ)ｂの表示について、「商品の体感、効果には個人差がございま

す。」と表示していたが、当該表示は、一般消費者が前記ウ(ｲ)ｂの表示か

ら受ける本件商品の効果に関する認識を打ち消すものではない。 

⑶ 課徴金対象期間

令和元年５月１日から令和２年６月８日までの間

⑷ 景品表示法第８条第１項ただし書に該当しない理由

アップドラフトは、本件商品について、前記⑵ウの表示の裏付けとなる根

拠資料を有することなく、前記⑵の課徴金対象行為をしていた。 
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⑸ 命令の概要（課徴金の額）

アップドラフトは、令和５年４月１７日までに、２８６４万円を支払わな

ければならない。 

【本件に対する問合せ先】 

消費者庁表示対策課 

電  話 ０３（３５０７）９２３９ 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://www.caa.go.jp/
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別表１ 

表示内容 

・「『滝風 ＩＯＮ ＭＥＤＩＣ』はマイナスイオンの働きに着目しました。大自然さえも上

回る２４００万ｉｏｎｓ／ｃｃ以上のマイナスイオンを発生。」並びに青い円のイラスト

と共に、「自然の滝」及び「１０，０００ｉｏｎｓ／ｃｃ」、「滝風
た き

 ＴＡＫＩ ＩＯＮ 

ＭＥＤＩＣ」と記載の青い円のイラストと共に、「２４，０００，０００ｉｏｎｓ／ｃｃ

以上」 

・「また、『滝風 ＩＯＮ ＭＥＤＩＣ』は６畳から最大８０畳まで対応できます。」 

・「Ｎｅｗ インフルエンザウイルスの生存率を下げる事が実証されました。 一般社団法

人 北里環境科学センター調べ」、「浮遊インフルエンザウイルス除去試験 『滝風イオ

ンメディック』のウイルス除去効果は、作動後１５分間で対数減少値を示したことから、

ウイルス除去効果があると判断されました。」、「経過時間ごとの浮遊ウイルス感染価（対

数値）の変化」との記載と共に、「対照（自然減衰）」及び「滝風イオンメディック」の

うち滝風イオンメディックについては、作動時間１５分で「ウイルス感染価」が「検出限

界値」と記載の箇所に至ったことを示す折れ線グラフ並びに「付着インフルエンザウイル

ス不活化試験 『滝風イオンメディック』のウイルス不活化効果は、作動後３時間で対数

減少値を示したことから、ウイルス不活化効果があると判断されました。」、「時間経過

によるウイルス感染価の変化」との記載と共に、「対照（自然減衰）」及び「滝風イオン

メディック」のうち滝風イオンメディックについては、作動時間６時間で「ウイルス感染

価」が「検出限界値」と記載の箇所に至ったことを示す折れ線グラフ 

・「滝風イオンメディックが発生させるマイナスイオンは、雑菌を滅菌し、たばこやペット

臭などの気になる匂いも取ります。」並びに「たった２時間で除菌！ ※株式会社日本微

生物研究所にて試験（平成１５年３月２４日）」との記載と共に、「黄色ブドウ球菌」、

「腸炎ビブリオ菌 サルモネラ菌」及び「レジオネラ菌」が「１２０分」と記載の箇所で

「０」と記載の数値に至ったことを示す折れ線グラフ 

・「最大８０畳までＯＫ！！」 

・「『滝風イオンメディック』は除菌・浄化力が強力です！！」、「アレル物質・ウイルス

分解・除去 お部屋のアレル物質・浮遊ウイルスを強力に分解・除去しますので、小さな

お子様にも安心です。」及び「付着臭分解・除去 衣類に付いたイヤなニオイ成分を分解・

消臭。梅雨時の部屋干し臭も吸着しないのでお部屋も、衣類もスッキリ。」 

（別紙１） 
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別表２ 

表示内容 

「免疫力アップ！」、「免疫力とは体を病気から守る防御システム、その重要な役が血液中

の『白血球』です。 白血球は血流にのって全身を巡回しながら体の中に侵入する異物を飲

み込み、異常細胞を処理して病気から体を守る『免疫活動』を日夜行っています！」、「免

疫活動を行うのは、白血球の細胞『マクロファージ』『顆粒球』『リンパ球』です。」、「こ

の免疫活動を活発にする期待ができるのが『滝風イオンメディック』なんです！以前、血液

画像分析センターで研究していただいた結果、滝風を吸引した後白血球が大きくなることが

わかったのです！また自律神経のバランスも正常に落ち着いてくるので自然と白血球の活

動が活発になるのです！ つまり『免疫力』が高くなるということです。」及び「滝風イオ

ンメディックからは驚異の２４００万ｉｏｎ／ｃｃの負電子が大量に発生しており大自然

の空気以上の新鮮さをお部屋で体験できます！」 

（別紙２） 
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別表３ 

表示内容 

・「松野：体感しやすいのは、消臭効果です。アンモニア溶液を染み込ませたティッシュを

ご用意しましたので、ちょっと嗅いでみてください。   ：うっ！鼻を刺すようなニオ

イですね。 松野：このティッシュを、『滝風イオン』のイオン風に当てます。 （約３

０秒後） では、もう一度ティッシュを嗅いでみてください。   ：…すごいっ！アン

モニア臭が完全になくなっている！多少はニオイが残っているかなと想像していました

が、これは驚きです【実験１】参照。」並びに「【実験１】消臭効果」、アンモニア溶液

をスプレーでティッシュに噴霧する画像と共に、「←ティッシュにアンモニア溶液を染み

込ませます。」、ティッシュを手にした人物の画像と共に、「↓念のために、ニオイを嗅

ぎます。」、「鼻を刺すようなキツいニオイ！」及び「くっさー！！」、ティッシュを本

件商品に当てた人物の画像と共に、「↑ティッシュにマイナスイオン風を３０秒間当てま

す。」、ティッシュの臭いを嗅ぐ人物の画像と共に、「←再びティッシュのニオイを嗅ぎ

ます。」及び「くんくん」、ティッシュを手にした人物の画像と共に、「本当にニオイが

なくなった！」及び「すごい！！」 

・「松野：続いて、血圧の変化を見てみましょう。この血圧計を着けてください。手首に巻

く簡易タイプなので、健康診断で使う腕に巻くタイプと比べて、ちょっと数値が高く出や

すいので、驚かないでくださいね。…上が１９４で、下が１３９ですね。   ：あれ、

ちょっと緊張しているのかな。確かに高めに出ますね…（苦笑）。 松野：では、イオン

風を吸ってください。 （３０分ほど、イオン風を吸う） では、もう一度測ってみましょ

う。…上が１７１で、下が１１５。２割弱落ちましたね【実験２】参照。   ：ただ呼

吸していただけなのに、不思議ですね…。いろいろと伺いたいことがありますが、今は我

慢します（笑）。」及び「【実験２】血圧降下効果」、血圧計を手首に巻いた人物の画像

と共に、「マイナスイオンによる血圧降下効果を見るために、手首に巻くタイプの血圧計

を使いました。」、「吸う前」と記載した血圧計の画像と共に、「上が１９４で、下が１

３９でした。対談で緊張されているのか、ちょっと高めでした。」、「吸った後」と記載

した血圧計の画像と共に、「３０分間ほどマイナスイオン風を吸った後、再計測。 上が

１７１、下が１１５まで血圧が下がりました」 

・「松野：はい（笑）。続いて、マイナスイオンによる電磁波への作用をご覧いただきます。 

ここに電磁波検知器とノートパソコンを用意しました。電源を入れなくても、コンセント

につなぐと、検知器から検知音が鳴ります。『滝風イオン』本体も同様です。   ：は

い。 松野：そこで、『滝風イオン』でマイナスイオンを発生させると、検知器は…。 ○

○：検知音が鳴りやみましたね。これはスゴイ！というより、本当に不思議ですねえ…【実

験３】参照。」並びに「【実験３】電磁波除去」、本件商品、ノートパソコン及び電磁波

検知器を手にした人物の画像と共に、「ノートパソコンに電磁波検知器を近づけると… 

↓ ピッピッピッ」、「電源が入っていなくても、コンセントが繋がっていれば、ノート

パソコンや『滝風イオンメディック』に電磁波検知器を近づけると『ピッピッ』と検知音

が鳴ります。」、並びにスイッチを入れた本件商品、ノートパソコン及び電磁波検知器を
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手にした人物の画像と共に、「『滝風イオンメディック』の電源を入れた途端に ↓ ・・・」、

「マイナスイオンの生成を始めると、ノートパソコンや『滝風イオンメディック』本体に

検知器を近づけても、検知音が鳴らなくなりました。」 

・「【消臭効果】…マイナスイオンには、ニオイ成分を分解する作用があります。アンモニ

ア溶液が染み込んだティッシュにマイナスイオンを当てたことで、ニオイ成分が分解、消

臭されたというわけです。」 

・「【血圧降下効果】…血圧が高くなる原因の一つに、いわゆるドロドロ血液があります。

もともと、血液に含まれている赤血球はマイナスの電気を帯び、お互いが反発し合って、

くっつくことはありません（つまり、血流が良い状態で保たれる）。 ところが、空気環

境が悪い場所にいたり、ストレス・疲労を溜めたりすると、次第にプラスに帯電する赤血

球が生まれ、お互いがくっつき、ドロドロ血液になってしまいます（これが高血圧の原因

となる）。 そこで、大量のマイナスイオンを浴びると、プラスの赤血球が、再びマイナ

スの赤血球に戻り、血流がスムーズになります。その結果、血圧が下がるのです。 実際、

医師の協力のもとで行なった試験では、被験者全員に、『ドロドロ血液が改善した』とい

う結果が得られました【実験４】参照。」並びに「【実験４】血液サラサラ効果」、「ド

ロドロ血液の方に、『滝風イオンメディック』で作ったマイナスイオンを１０分間吸入し

てもらい、血液の変化を観察しました。 その結果、いずれも血液の状態が改善されて、

サラサラ血液に。また、白血球が活性化するなどの変化が確認されました。」、「４１歳

女性」、「４５歳女性」、「３０歳男性」、「吸う前」及び「１０分後」と記載した血液

の状態をそれぞれ示す画像と共に、「赤血球の塊が正常な状態に戻りました！」及び「検

査機関：東京八重洲メディカルクリニック（     医師）」 

・「【電磁波除去】…２４００万個／ｃｃという、超高濃度のマイナスイオンが電磁波に作

用したと考えています。付け加えれば、『ドロドロ血液の改善』も、この延長線上にあり

ます。」 

・本件商品の画像と共に、「８０畳まで対応」、「吸うだけで元気になる『空気』を作り出

す！」、「一つひとつは力の弱いイオンでも、２４００万個／ｃｃという膨大な量になる

と、素晴らしい還元作用を発揮します。」及び「『滝風イオンメディック』の効果 ▶活性

酸素の除去 ▶関節炎 ▶糖尿病 ▶慢性肝炎 ▶慢性腎不全 ▶動脈硬化症」 

（別紙３） 
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別表４ 

表示内容 

本件商品の画像と共に、「…ＴＡＫＩ ＩＯＮ ＭＥＤＩＣ(医療用物質生成器)は常に室内

の空気をきれいにし自己の免疫力を高め正常な免疫力を保つことで花粉症の発症を防いだ

り緩和することが期待できます。また室内に浮遊する花粉を吸着、除去と室内の見張り番に

是非１台」、及び本件商品の画像と共に、「滝風イオンメディックの前で呼吸すると涙目 か

ゆみ 鼻水 くしゃみが解消！」 

（別紙４） 
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○ 不当景品類及び不当表示防止法（抜粋）
（昭和三十七年法律第百三十四号） 

 （目的） 

第一条 この法律は、商品及び役務の取引に関連する不当な景品類及び表示による顧客の誘引を

防止するため、一般消費者による自主的かつ合理的な選択を阻害するおそれのある行為の制限

及び禁止について定めることにより、一般消費者の利益を保護することを目的とする。 

（不当な表示の禁止） 

第五条 事業者は、自己の供給する商品又は役務の取引について、次の各号のいずれかに該当す

る表示をしてはならない。 

一 商品又は役務の品質、規格その他の内容について、一般消費者に対し、実際のものよりも

著しく優良であると示し、又は事実に相違して当該事業者と同種若しくは類似の商品若しく

は役務を供給している他の事業者に係るものよりも著しく優良であると示す表示であつて、

不当に顧客を誘引し、一般消費者による自主的かつ合理的な選択を阻害するおそれがあると

認められるもの 

二 商品又は役務の価格その他の取引条件について、実際のもの又は当該事業者と同種若しく

は類似の商品若しくは役務を供給している他の事業者に係るものよりも取引の相手方に著し

く有利であると一般消費者に誤認される表示であつて、不当に顧客を誘引し、一般消費者に

よる自主的かつ合理的な選択を阻害するおそれがあると認められるもの 

三 前二号に掲げるもののほか、商品又は役務の取引に関する事項について一般消費者に誤認

されるおそれがある表示であつて、不当に顧客を誘引し、一般消費者による自主的かつ合理

的な選択を阻害するおそれがあると認めて内閣総理大臣が指定するもの 

 （措置命令） 

第七条 内閣総理大臣は、第四条の規定による制限若しくは禁止又は第五条の規定に違反する行

為があるときは、当該事業者に対し、その行為の差止め若しくはその行為が再び行われること

を防止するために必要な事項又はこれらの実施に関連する公示その他必要な事項を命ずること

ができる。その命令は、当該違反行為が既になくなつている場合においても、次に掲げる者に

対し、することができる。 

一 当該違反行為をした事業者 

二 当該違反行為をした事業者が法人である場合において、当該法人が合併により消滅したと

きにおける合併後存続し、又は合併により設立された法人 

三 当該違反行為をした事業者が法人である場合において、当該法人から分割により当該違反

行為に係る事業の全部又は一部を承継した法人 

四 当該違反行為をした事業者から当該違反行為に係る事業の全部又は一部を譲り受けた事業

者 

２ 内閣総理大臣は、前項の規定による命令に関し、事業者がした表示が第五条第一号に該当す

るか否かを判断するため必要があると認めるときは、当該表示をした事業者に対し、期間を定

めて、当該表示の裏付けとなる合理的な根拠を示す資料の提出を求めることができる。この場

合において、当該事業者が当該資料を提出しないときは、同項の規定の適用については、当該

表示は同号に該当する表示とみなす。 

（課徴金納付命令） 

第八条 事業者が、第五条の規定に違反する行為（同条第三号に該当する表示に係るものを除く。

以下「課徴金対象行為」という。）をしたときは、内閣総理大臣は、当該事業者に対し、当該課

徴金対象行為に係る課徴金対象期間に取引をした当該課徴金対象行為に係る商品又は役務の政

令で定める方法により算定した売上額に百分の三を乗じて得た額に相当する額の課徴金を国庫

（参考１）
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に納付することを命じなければならない。ただし、当該事業者が当該課徴金対象行為をした期

間を通じて当該課徴金対象行為に係る表示が次の各号のいずれかに該当することを知らず、か

つ、知らないことにつき相当の注意を怠つた者でないと認められるとき、又はその額が百五十

万円未満であるときは、その納付を命ずることができない。 

一 商品又は役務の品質、規格その他の内容について、実際のものよりも著しく優良であるこ

と又は事実に相違して当該事業者と同種若しくは類似の商品若しくは役務を供給している他

の事業者に係るものよりも著しく優良であることを示す表示 

二 商品又は役務の価格その他の取引条件について、実際のものよりも取引の相手方に著しく

有利であること又は事実に相違して当該事業者と同種若しくは類似の商品若しくは役務を供

給している他の事業者に係るものよりも取引の相手方に著しく有利であることを示す表示 

２ 前項に規定する「課徴金対象期間」とは、課徴金対象行為をした期間（課徴金対象行為をや

めた後そのやめた日から六月を経過する日（同日前に、当該事業者が当該課徴金対象行為に係

る表示が不当に顧客を誘引し、一般消費者による自主的かつ合理的な選択を阻害するおそれを

解消するための措置として内閣府令で定める措置をとつたときは、その日）までの間に当該事

業者が当該課徴金対象行為に係る商品又は役務の取引をしたときは、当該課徴金対象行為をや

めてから最後に当該取引をした日までの期間を加えた期間とし、当該期間が三年を超えるとき

は、当該期間の末日から遡つて三年間とする。）をいう。 

３ 内閣総理大臣は、第一項の規定による命令（以下「課徴金納付命令」という。）に関し、事業

者がした表示が第五条第一号に該当するか否かを判断するため必要があると認めるときは、当

該表示をした事業者に対し、期間を定めて、当該表示の裏付けとなる合理的な根拠を示す資料

の提出を求めることができる。この場合において、当該事業者が当該資料を提出しないときは、

同項の規定の適用については、当該表示は同号に該当する表示と推定する。 

 

（課徴金対象行為に該当する事実の報告による課徴金の額の減額） 

第九条 前条第一項の場合において、内閣総理大臣は、当該事業者が課徴金対象行為に該当する

事実を内閣府令で定めるところにより内閣総理大臣に報告したときは、同項の規定により計算

した課徴金の額に百分の五十を乗じて得た額を当該課徴金の額から減額するものとする。ただ

し、その報告が、当該課徴金対象行為についての調査があつたことにより当該課徴金対象行為

について課徴金納付命令があるべきことを予知してされたものであるときは、この限りでない。 

 

（返金措置の実施による課徴金の額の減額等） 

第十条 第十五条第一項の規定による通知を受けた者は、第八条第二項に規定する課徴金対象期

間において当該商品又は役務の取引を行つた一般消費者であつて政令で定めるところにより特

定されているものからの申出があつた場合に、当該申出をした一般消費者の取引に係る商品又

は役務の政令で定める方法により算定した購入額に百分の三を乗じて得た額以上の金銭を交付

する措置（以下この条及び次条において「返金措置」という。）を実施しようとするときは、内

閣府令で定めるところにより、その実施しようとする返金措置（以下この条において「実施予

定返金措置」という。）に関する計画（以下この条において「実施予定返金措置計画」という。）

を作成し、これを第十五条第一項に規定する弁明書の提出期限までに内閣総理大臣に提出して、

その認定を受けることができる。 

２ 実施予定返金措置計画には、次に掲げる事項を記載しなければならない。 

一 実施予定返金措置の内容及び実施期間 

二 実施予定返金措置の対象となる者が当該実施予定返金措置の内容を把握するための周知の

方法に関する事項 

三 実施予定返金措置の実施に必要な資金の額及びその調達方法 

３ 実施予定返金措置計画には、第一項の認定の申請前に既に実施した返金措置の対象となつた

者の氏名又は名称、その者に対して交付した金銭の額及びその計算方法その他の当該申請前に

実施した返金措置に関する事項として内閣府令で定めるものを記載することができる。 

４ 第一項の認定の申請をした者は、当該申請後これに対する処分を受けるまでの間に返金措置
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を実施したときは、遅滞なく、内閣府令で定めるところにより、当該返金措置の対象となつた

者の氏名又は名称、その者に対して交付した金銭の額及びその計算方法その他の当該返金措置

に関する事項として内閣府令で定めるものについて、内閣総理大臣に報告しなければならない。 

５ 内閣総理大臣は、第一項の認定の申請があつた場合において、その実施予定返金措置計画が

次の各号のいずれにも適合すると認める場合でなければ、その認定をしてはならない。 

一 当該実施予定返金措置計画に係る実施予定返金措置が円滑かつ確実に実施されると見込ま

れるものであること。 

二 当該実施予定返金措置計画に係る実施予定返金措置の対象となる者（当該実施予定返金措

置計画に第三項に規定する事項が記載されている場合又は前項の規定による報告がされてい

る場合にあつては、当該記載又は報告に係る返金措置が実施された者を含む。）のうち特定

の者について不当に差別的でないものであること。 

三 当該実施予定返金措置計画に記載されている第二項第一号に規定する実施期間が、当該課

徴金対象行為による一般消費者の被害の回復を促進するため相当と認められる期間として内

閣府令で定める期間内に終了するものであること。 

６ 第一項の認定を受けた者（以下この条及び次条において「認定事業者」という。）は、当該認

定に係る実施予定返金措置計画を変更しようとするときは、内閣府令で定めるところにより、

内閣総理大臣の認定を受けなければならない。 

７ 第五項の規定は、前項の認定について準用する。 

８ 内閣総理大臣は、認定事業者による返金措置が第一項の認定を受けた実施予定返金措置計画

（第六項の規定による変更の認定があつたときは、その変更後のもの。次条第一項及び第二項

において「認定実施予定返金措置計画」という。）に適合して実施されていないと認めるとき

は、第一項の認定（第六項の規定による変更の認定を含む。次項及び第十項ただし書において

単に「認定」という。）を取り消さなければならない。 

９ 内閣総理大臣は、認定をしたとき又は前項の規定により認定を取り消したときは、速やかに、

これらの処分の対象者に対し、文書をもつてその旨を通知するものとする。 

１０ 内閣総理大臣は、第一項の認定をしたときは、第八条第一項の規定にかかわらず、次条第

一項に規定する報告の期限までの間は、認定事業者に対し、課徴金の納付を命ずることができ

ない。ただし、第八項の規定により認定を取り消した場合には、この限りでない。 

 

第十一条 認定事業者（前条第八項の規定により同条第一項の認定（同条第六項の規定による変

更の認定を含む。）を取り消されたものを除く。第三項において同じ。）は、同条第一項の認定

後に実施された認定実施予定返金措置計画に係る返金措置の結果について、当該認定実施予定

返金措置計画に記載されている同条第二項第一号に規定する実施期間の経過後一週間以内に、

内閣府令で定めるところにより、内閣総理大臣に報告しなければならない。 

２ 内閣総理大臣は、第八条第一項の場合において、前項の規定による報告に基づき、前条第一

項の認定後に実施された返金措置が認定実施予定返金措置計画に適合して実施されたと認める

ときは、当該返金措置（当該認定実施予定返金措置計画に同条第三項に規定する事項が記載さ

れている場合又は同条第四項の規定による報告がされている場合にあつては、当該記載又は報

告に係る返金措置を含む。）において交付された金銭の額として内閣府令で定めるところによ

り計算した額を第八条第一項又は第九条の規定により計算した課徴金の額から減額するものと

する。この場合において、当該内閣府令で定めるところにより計算した額を当該課徴金の額か

ら減額した額が零を下回るときは、当該額は、零とする。 

３ 内閣総理大臣は、前項の規定により計算した課徴金の額が一万円未満となつたときは、第八

条第一項の規定にかかわらず、認定事業者に対し、課徴金の納付を命じないものとする。この

場合において、内閣総理大臣は、速やかに、当該認定事業者に対し、文書をもつてその旨を通

知するものとする。 

 

（課徴金の納付義務等） 

第十二条 課徴金納付命令を受けた者は、第八条第一項、第九条又は前条第二項の規定により計
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算した課徴金を納付しなければならない。 

２ 第八条第一項、第九条又は前条第二項の規定により計算した課徴金の額に一万円未満の端数

があるときは、その端数は、切り捨てる。 

３～６ （省略） 

７ 課徴金対象行為をやめた日から五年を経過したときは、内閣総理大臣は、当該課徴金対象行

為に係る課徴金の納付を命ずることができない。 

 

 （報告の徴収及び立入検査等）  

第二十九条 内閣総理大臣は、第七条第一項の規定による命令、課徴金納付命令又は前条第一項

の規定による勧告を行うため必要があると認めるときは、当該事業者若しくはその者とその事

業に関して関係のある事業者に対し、その業務若しくは財産に関して報告をさせ、若しくは帳

簿書類その他の物件の提出を命じ、又はその職員に、当該事業者若しくはその者とその事業に

関して関係のある事業者の事務所、事業所その他その事業を行う場所に立ち入り、帳簿書類そ

の他の物件を検査させ、若しくは関係者に質問させることができる。  

２～３ （省略） 

 

 （権限の委任等） 

第三十三条 内閣総理大臣は、この法律による権限（政令で定めるものを除く。）を消費者庁長

官に委任する。 

２ 消費者庁長官は、政令で定めるところにより、前項の規定により委任された権限の一部を公

正取引委員会に委任することができる。 

３ （省略） 

４ 公正取引委員会、事業者の事業を所管する大臣又は金融庁長官は、前二項の規定により委任

された権限を行使したときは、政令で定めるところにより、その結果について消費者庁長官に

報告するものとする。 

５～１１ （省略） 

 

 

 

○ 不当景品類及び不当表示防止法施行令（抜粋） 
（平成二十一年政令第二百十八号） 

 

 （消費者庁長官に委任されない権限）  

第十四条 法第三十三条第一項の政令で定める権限は、法第二条第三項及び第四項、第三条第一

項（消費者委員会からの意見の聴取に係る部分に限る。）及び第二項、第四条、第五条第三号、

第六条第一項（消費者委員会からの意見の聴取に係る部分に限る。）及び第二項、第二十六条

第二項並びに同条第三項及び第四項（これらの規定を同条第五項において準用する場合を含む。）

の規定による権限とする。 

 

（公正取引委員会への権限の委任） 

第十五条 法第三十三条第一項の規定により消費者庁長官に委任された権限のうち、法第二十九

条第一項の規定による権限は、公正取引委員会に委任する。ただし、消費者庁長官が自らその

権限を行使することを妨げない。 
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景品表示法による表示規制の概要 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

○ 優良誤認表示（第５条第１号） 

商品・サービスの品質、規格その他の内容についての不当表示 

○ 有利誤認表示（第５条第２号） 

商品・サービスの価格その他取引条件についての不当表示 

不実証広告規制（第７条第２項及び第８条第３項） 

 消費者庁長官は、商品・サービスの内容（効果、性能）に関する優良誤認表

示に該当するか否かを判断する必要がある場合に、期間を定めて、事業者に表

示の裏付けとなる合理的な根拠を示す資料の提出を求めることができる。 

 

○ 事業者が当該資料を提出しない場合又は提出した資料が表示の裏付けと

なる合理的な根拠を示すものと認められない場合 

 ・ 第７条第２項（措置命令関連）に基づく資料要求：不当表示とみなす。 

 ・ 第８条第３項（課徴金納付命令関連）に基づく資料要求：不当表示と推

定する。 

① 商品・サービスの内容について、一般消費者に対し、実際のものよりも

著しく優良であると示す表示 

 

① 無果汁の清涼飲料水等についての表示 

② 商品の原産国に関する不当な表示 

③ 消費者信用の融資費用に関する不当な表示 

④ 不動産のおとり広告に関する表示 

⑤ おとり広告に関する表示 

⑥ 有料老人ホームに関する不当な表示 

① 商品・サービスの取引条件について、実際のものよりも取引の相手方に

著しく有利であると一般消費者に誤認される表示 

 

○ 商品・サービスの取引に関する事項について一般消費者に誤認されるおそれ

があると認められ内閣総理大臣が指定する表示（第５条第３号） 

② 商品・サービスの内容について、一般消費者に対し、事実に相違して競

業事業者に係るものよりも著しく優良であると示す表示 

 

② 商品・サービスの取引条件について、競業事業者に係るものよりも取引

の相手方に著しく有利であると一般消費者に誤認される表示 

 

景
品
表
示
法
第
５
条
（
不
当
な
表
示
の
禁
止
） 

不
当
な
表
示 

（参考２） 
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制
度
開
始
日

目 的 課
徴
金
納
付
命
令

（
第

８
条

）

・
対
象
行
為

：
優
良
誤
認
表
示
行
為

、
有
利
誤
認
表
示
行
為
を
対
象
と
す
る
。

・
課
徴
金
額
の
算
定
：
対
象
商
品
・
役
務
の
売
上
額
に
３
％
を
乗
じ
る
。

・
対
象
期
間

：
３
年
間
を
上
限
と
す
る
。

・
主
観
的
要
素

：
違
反
事
業
者
が
不
当
な
表
示
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
か
つ
、
知
ら

な
い
こ
と
に
つ
き
相
当
の
注
意
を
怠
っ
た
者
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と

き
は
、
課
徴
金
を
賦
課
し
な
い
。

・
規
模
基
準

：
課
徴
金
額
が

15
0万

円
未
満
と
な
る
場
合
は
、
課
徴
金
を
賦
課
し
な
い
。

除
斥
期
間

（
第

12
条

第
７

項
）

違
反
行
為
を
や
め
た
日
か
ら
５
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
課
徴
金
を
賦
課
し
な
い
。

課
徴
金
対
象
行
為
該
当
事
実
の
報
告
に
よ
る
課
徴
金
額
の
減
額

（
第
９
条
）

課
徴
金
対
象
行
為
に
該
当
す
る
事
実
を
報
告
し
た
事
業
者
に
対
し
、
課
徴
金
額
の
２
分

の
１
を
減
額
す
る
。

平
成
2
8年

４
月
１
日

賦
課
手
続

（
第

13
条

）

違
反
事
業
者
に
対
す
る
手
続
保
障
と
し
て
、
弁
明
の
機
会
を
付
与
す
る
。

１
：

実
施

予
定

返
金

措
置

計
画

の
作

成
・認

定

２
：

返
金

措
置
の
実

施

３
：

報
告

期
限

ま
で
に
報

告

返
金
措
置
に
お
け
る

金
銭
交
付
相
当
額
が

課
徴
金
額
以
上
の
場
合

課
徴

金
額

の
減

額

返
金
措
置
に
お
け
る

金
銭
交
付
相
当
額
が

課
徴
金
額
未
満
の
場
合

事
業

者
が
所
定

の
手

続
に

沿
っ

て
返

金
措

置
を

実
施

し
た

場
合

は
、

課
徴

金
を
命
じ
な
い
又
は
減

額
す

る
。

課
徴

金
の

納
付

を
命

じ
な
い

返
金
措
置
の
実
施
に
よ
る
課
徴
金
額
の
減
額

（
第
1
0条

・
第

11
条

）

※
返
金
措
置
＝
対
象
商
品
・
役
務
の
取
引
を
し
た
こ
と
が
特
定
さ
れ
る
一
般
消

費
者
か
ら
の
申
出
が
あ
つ
た
場
合
に
、
当
該
申
出
を
し
た
一
般
消
費
者
の

購
入
額
に
３
％
を
乗
じ
た
額
以
上
の
金
銭
を
交
付
す
る
措
置
。

事
業
者
は
、
実
施
予
定
返
金
措
置
計
画
に
沿
っ
て
返
金
措
置
を
実
施
す
る
。

返
金
措
置
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
事
業
者
は
、
実
施
予
定
返
金
措
置
計
画
を
作
成

し
、

消
費
者
庁
長
官
の
認
定
を
受
け
る
。

不
実
証
広
告
規
制
に
係
る
表
示
に
つ
い
て
、
一
定
の
期
間
内
に
当
該
表
示
の
裏

付
け
と
な
る
合
理
的
な
根
拠
を
示
す
資
料
の
提
出
が
な
い
場
合
に
は
、
当
該
表

示
を
優
良
誤
認
表
示
と
推
定
し
て
課
徴
金
を
賦
課
す
る
。

不
当
な

表
示

に
よ

る
顧
客

の
誘

引
を

防
止

す
る
た

め
、

不
当

な
表
示

を
行

っ
た

事
業

者
に
対

す
る

課
徴

金
制
度

を
導

入
す
る
と

と
も

に
、

被
害
回

復
を

促
進

す
る

観
点
か

ら
返

金
に

よ
る
課

徴
金

額
の

減
額

等
の
措

置
を

講
ず

る
。

課
徴

金
制

度
の

概
要

 

（参考３） 
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消表対第１１６６号 

令和４年９月１４日 

 

 

株式会社アップドラフト 

代表取締役 大城 雅樹 殿 

 

消費者庁長官 新井 ゆたか 

                   （公印省略） 

 

不当景品類及び不当表示防止法第８条第１項の規定に基づく課徴金納付命令 

 

貴社は、貴社が供給する「滝風イオンメディック」と称する商品（以下「本件商品」とい

う。）の取引について、不当景品類及び不当表示防止法（昭和３７年法律第１３４号。以下

「景品表示法」という。）第５条の規定により禁止されている同条第１号に該当する不当な

表示を行っていたので、同法第８条第１項の規定に基づき、次のとおり課徴金の納付を命令

する。 

 

主   文 

株式会社アップドラフト（以下「アップドラフト」という。）は、課徴金として金２８６

４万円を令和５年４月１７日までに国庫に納付しなければならない。 

 

理   由 

１ 課徴金対象行為 

別紙記載の事実によれば、アップドラフトが自己の供給する本件商品の取引に関し行っ

た表示は、景品表示法第８条第３項の規定により、同法第５条第１号に規定する、本件商

品の内容について、一般消費者に対し、実際のものよりも著しく優良であると示すことに

より、不当に顧客を誘引し、一般消費者による自主的かつ合理的な選択を阻害するおそれ

があると認められる表示と推定されるものであって、かかる表示をしていた行為は、同条

の規定に違反するものである。 

 

２ 課徴金の計算の基礎 

⑴ア 景品表示法第８条第１項に規定する課徴金対象行為に係る商品は、本件商品であ

る。 

イ(ｱ) アップドラフトが前記１の課徴金対象行為をした期間は、令和元年５月１日か

ら令和元年１２月１１日までの間である。 

※別添写しについては、添付を省略しています。 別添 
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(ｲ) 本件商品について、アップドラフトが前記１の課徴金対象行為をやめた後そ

のやめた日から６月を経過する令和２年６月１１日までの間に最後に取引を

した日は、令和２年６月８日である。 

(ｳ) 前記(ｱ)及び(ｲ)によれば、前記１の課徴金対象行為に係る課徴金対象期間は、令

和元年５月１日から令和２年６月８日までの間である。 

ウ 前記イ(ｳ)の課徴金対象期間に取引をした本件商品に係るアップドラフトの売上額

は、不当景品類及び不当表示防止法施行令（平成２１年政令第２１８号）第１条の規

定に基づき算定すべきところ、当該規定に基づき算定すると、９億５４７４万３３５

８円である。 

エ アップドラフトは、本件商品について、当該表示の裏付けとなる合理的な根拠を有

することなく、前記１の課徴金対象行為をしていたことから、当該課徴金対象行為を

した期間を通じて当該課徴金対象行為に係る表示が景品表示法第８条第１項第１号

に該当することを知らず、かつ、知らないことにつき相当の注意を怠った者でないと

は認められない。 

⑵ 前記⑴の事実によれば、アップドラフトが国庫に納付しなければならない課徴金の

額は、景品表示法第８条第１項の規定により、前記⑴ウの本件商品の売上額に１００分

の３を乗じて得た額から、同法第１２条第２項の規定により、１万円未満の端数を切り

捨てて算出した２８６４万円である。 

 

よって、アップドラフトに対し、景品表示法第８条第１項の規定に基づき、主文のとおり

命令する。 

 

＜法律に基づく教示＞ 

１ 行政不服審査法（平成２６年法律第６８号）第８２条第１項の規定に基づく教示 

この処分について不服がある場合には、行政不服審査法第２条、第４条及び第１８条第

１項の規定に基づき、正当な理由があるときを除き、この処分があったことを知った日の

翌日から起算して３か月以内に、書面により消費者庁長官に対し審査請求をすることが

できる。 

（注）行政不服審査法第１８条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、処分

があったことを知った日の翌日から起算して３か月以内であっても、処分の日の翌

日から起算して１年を経過したときは、審査請求をすることができなくなる。 

 

２ 行政事件訴訟法（昭和３７年法律第１３９号）第４６条第１項の規定に基づく教示 

訴訟により、この処分の取消しを求める場合には、行政事件訴訟法第１１条第１項及び

第１４条第１項の規定に基づき、この処分があったことを知った日の翌日から起算して

６か月以内に、国（代表者法務大臣）を被告として、この処分の取消しの訴えを提起する
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ことができる。 

（注１）行政事件訴訟法第１４条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、こ

の処分があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内であっても、この

処分の日の翌日から起算して１年を経過すると、この処分の取消しの訴えを提起

することができなくなる。 

（注２）行政事件訴訟法第１４条第３項の規定により、正当な理由があるときを除き、審

査請求をして裁決があった場合には、この処分の取消しの訴えは、その裁決があっ

たことを知った日の翌日から起算して６か月以内に提起することができる。ただ

し、正当な理由があるときを除き、その裁決があったことを知った日の翌日から起

算して６か月以内であっても、その裁決の日の翌日から起算して１年を経過する

と、この処分の取消しの訴えを提起することができなくなる。 
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別紙 

 

消費者庁長官が認定した事実は、次のとおりである。 

１ 株式会社アップドラフト（以下「アップドラフト」という。）は、仙台市太白区富沢南

一丁目２２番１１号に本店を置き、健康機器等の製造販売業等を営む事業者である。 

２ アップドラフトは、「滝風イオンメディック」と称する商品（以下「本件商品」という。）

を他の事業者を通じて一般消費者に販売している。 

３ アップドラフトは、本件商品に係るカタログ及び「Ａｍｅｂａ」と称するウェブサイト

における「滝風イオンメディック」と称する自社ブログ（以下「自社ブログ」という。）

の表示内容を自ら決定している。 

４⑴ アップドラフトは、本件商品を一般消費者に販売するに当たり 

ア 令和元年５月１日から同年９月３０日までの間に配布したカタログにおいて、別

表１「表示内容」欄記載のとおり表示することにより、あたかも、本件商品は２４０

０万ｉｏｎｓ／ｃｃ以上のマイナスイオンを発生させ、本件商品を使用すれば、本件

商品によって発生するマイナスイオンの作用により、６畳から最大８０畳までの空

間において、浮遊するインフルエンザウイルスを除去及び付着するインフルエンザ

ウイルスを不活化する効果、黄色ブドウ球菌、腸炎ビブリオ菌、サルモネラ菌及びレ

ジオネラ菌を除菌する効果、アレルギー物質、浮遊ウイルスを分解、除去する効果並

びに衣類の付着臭を分解、除去する効果が得られるかのように示す表示をしていた。 

イ 自社ブログにおいて 

(ｱ) 令和元年１１月２１日に、別表２「表示内容」欄記載のとおり表示することによ

り、あたかも、本件商品は２４００万ｉｏｎｓ／ｃｃのマイナスイオンを発生させ、

本件商品を使用すれば、白血球が大きくなって、免疫力が高くなる効果が得られる

かのように示す表示をしていた。 

(ｲ) 令和元年１１月２７日に、別表３「表示内容」欄記載のとおり表示することによ

り、あたかも、本件商品は２４００万ｉｏｎｓ／ｃｃのマイナスイオンを発生させ、

本件商品を使用すれば、本件商品によって発生するマイナスイオンの作用により、

最大８０畳までの空間において、付着臭等を消臭する効果、血圧を下げる効果、電

磁波を除去する効果、血流を促進する効果、活性酸素を除去する効果、関節炎を改

善する効果、糖尿病を改善する効果、慢性肝炎を改善する効果、慢性腎不全を改善

する効果及び動脈硬化症を改善する効果が得られるかのように示す表示をしてい

た。 

(ｳ) 令和元年１２月１１日に、別表４「表示内容」欄記載のとおり表示することによ

り、あたかも、本件商品を使用すれば、室内に浮遊する花粉を吸着、除去する効果

並びに花粉症による涙目、かゆみ、鼻水及びくしゃみを解消する効果が得られるか

のように示す表示をしていた。 
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⑵ 消費者庁長官は、前記⑴の表示について、不当景品類及び不当表示防止法（昭和３７

年法律第１３４号）第５条第１号に該当する表示か否かを判断するため、同法第８条第

３項の規定に基づき、アップドラフトに対し、期間を定めて、当該表示の裏付けとなる

合理的な根拠を示す資料の提出を求めたところ、アップドラフトは、当該期間内に表示

に係る裏付けとする資料を提出したが、当該資料は、当該表示の裏付けとなる合理的な

根拠を示すものであるとは認められないものであった。 

⑶ アップドラフトは、前記⑴イ(ｲ)の表示について、「商品の体感、効果には個人差が

ございます。」と表示していたが、当該表示は、一般消費者が前記⑴イ(ｲ)の表示から

受ける本件商品の効果に関する認識を打ち消すものではない。 
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別表１ 
表示内容 

・「『滝風 ＩＯＮ ＭＥＤＩＣ』はマイナスイオンの働きに着目しました。大自然さえも上回

る２４００万ｉｏｎｓ／ｃｃ以上のマイナスイオンを発生。」並びに青い円のイラストと

共に、「自然の滝」及び「１０，０００ｉｏｎｓ／ｃｃ」、「滝風
た き

 ＴＡＫＩ ＩＯＮ Ｍ

ＥＤＩＣ」と記載の青い円のイラストと共に、「２４，０００，０００ｉｏｎｓ／ｃｃ以上」 

・「また、『滝風 ＩＯＮ ＭＥＤＩＣ』は６畳から最大８０畳まで対応できます。」 

・「Ｎｅｗ インフルエンザウイルスの生存率を下げる事が実証されました。 一般社団法

人 北里環境科学センター調べ」、「浮遊インフルエンザウイルス除去試験 『滝風イオン

メディック』のウイルス除去効果は、作動後１５分間で対数減少値を示したことから、ウ

イルス除去効果があると判断されました。」、「経過時間ごとの浮遊ウイルス感染価（対数

値）の変化」との記載と共に、「対照（自然減衰）」及び「滝風イオンメディック」のうち

滝風イオンメディックについては、作動時間１５分で「ウイルス感染価」が「検出限界値」

と記載の箇所に至ったことを示す折れ線グラフ並びに「付着インフルエンザウイルス不活

化試験 『滝風イオンメディック』のウイルス不活化効果は、作動後３時間で対数減少値

を示したことから、ウイルス不活化効果があると判断されました。」、「時間経過によるウイ

ルス感染価の変化」との記載と共に、「対照（自然減衰）」及び「滝風イオンメディック」

のうち滝風イオンメディックについては、作動時間６時間で「ウイルス感染価」が「検出

限界値」と記載の箇所に至ったことを示す折れ線グラフ 

・「滝風イオンメディックが発生させるマイナスイオンは、雑菌を滅菌し、たばこやペット臭

などの気になる匂いも取ります。」並びに「たった２時間で除菌！ ※株式会社日本微生物

研究所にて試験（平成１５年３月２４日）」との記載と共に、「黄色ブドウ球菌」、「腸炎ビ

ブリオ菌 サルモネラ菌」及び「レジオネラ菌」が「１２０分」と記載の箇所で「０」と

記載の数値に至ったことを示す折れ線グラフ 

・「最大８０畳までＯＫ！！」 

・「『滝風イオンメディック』は除菌・浄化力が強力です！！」、「アレル物質・ウイルス分解・

除去 お部屋のアレル物質・浮遊ウイルスを強力に分解・除去しますので、小さなお子様

にも安心です。」及び「付着臭分解・除去 衣類に付いたイヤなニオイ成分を分解・消臭。

梅雨時の部屋干し臭も吸着しないのでお部屋も、衣類もスッキリ。」 

（別添写し１） 
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別表２ 
表示内容 

「免疫力アップ！」、「免疫力とは体を病気から守る防御システム、その重要な役が血液中の

『白血球』です。 白血球は血流にのって全身を巡回しながら体の中に侵入する異物を飲み

込み、異常細胞を処理して病気から体を守る『免疫活動』を日夜行っています！」、「免疫活

動を行うのは、白血球の細胞『マクロファージ』『顆粒球』『リンパ球』です。」、「この免疫活

動を活発にする期待ができるのが『滝風イオンメディック』なんです！以前、血液画像分析

センターで研究していただいた結果、滝風を吸引した後白血球が大きくなることがわかった

のです！また自律神経のバランスも正常に落ち着いてくるので自然と白血球の活動が活発

になるのです！ つまり『免疫力』が高くなるということです。」及び「滝風イオンメディッ

クからは驚異の２４００万ｉｏｎ／ｃｃの負電子が大量に発生しており大自然の空気以上

の新鮮さをお部屋で体験できます！」 
（別添写し２） 
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別表３ 
表示内容 

・「松野：体感しやすいのは、消臭効果です。アンモニア溶液を染み込ませたティッシュをご

用意しましたので、ちょっと嗅いでみてください。   ：うっ！鼻を刺すようなニオイ

ですね。 松野：このティッシュを、『滝風イオン』のイオン風に当てます。 （約３０秒

後） では、もう一度ティッシュを嗅いでみてください。   ：…すごいっ！アンモニ

ア臭が完全になくなっている！多少はニオイが残っているかなと想像していましたが、こ

れは驚きです【実験１】参照。」並びに「【実験１】消臭効果」、アンモニア溶液をスプレー

でティッシュに噴霧する画像と共に、「←ティッシュにアンモニア溶液を染み込ませま

す。」、ティッシュを手にした人物の画像と共に、「↓念のために、ニオイを嗅ぎます。」、「鼻

を刺すようなキツいニオイ！」及び「くっさー！！」、ティッシュを本件商品に当てた人物

の画像と共に、「↑ティッシュにマイナスイオン風を３０秒間当てます。」、ティッシュの臭

いを嗅ぐ人物の画像と共に、「←再びティッシュのニオイを嗅ぎます。」及び「くんくん」、

ティッシュを手にした人物の画像と共に、「本当にニオイがなくなった！」及び「すご

い！！」 

・「松野：続いて、血圧の変化を見てみましょう。この血圧計を着けてください。手首に巻く

簡易タイプなので、健康診断で使う腕に巻くタイプと比べて、ちょっと数値が高く出やす

いので、驚かないでくださいね。…上が１９４で、下が１３９ですね。   ：あれ、ちょっ

と緊張しているのかな。確かに高めに出ますね…（苦笑）。 松野：では、イオン風を吸っ

てください。 （３０分ほど、イオン風を吸う） では、もう一度測ってみましょう。…

上が１７１で、下が１１５。２割弱落ちましたね【実験２】参照。   ：ただ呼吸して

いただけなのに、不思議ですね…。いろいろと伺いたいことがありますが、今は我慢しま

す（笑）。」及び「【実験２】血圧降下効果」、血圧計を手首に巻いた人物の画像と共に、「マ

イナスイオンによる血圧降下効果を見るために、手首に巻くタイプの血圧計を使いまし

た。」、「吸う前」と記載した血圧計の画像と共に、「上が１９４で、下が１３９でした。対

談で緊張されているのか、ちょっと高めでした。」、「吸った後」と記載した血圧計の画像と

共に、「３０分間ほどマイナスイオン風を吸った後、再計測。 上が１７１、下が１１５ま

で血圧が下がりました」 

・「松野：はい（笑）。続いて、マイナスイオンによる電磁波への作用をご覧いただきます。 

ここに電磁波検知器とノートパソコンを用意しました。電源を入れなくても、コンセント

につなぐと、検知器から検知音が鳴ります。『滝風イオン』本体も同様です。   ：はい。 

松野：そこで、『滝風イオン』でマイナスイオンを発生させると、検知器は…。 ○○：検

知音が鳴りやみましたね。これはスゴイ！というより、本当に不思議ですねえ…【実験３】

参照。」並びに「【実験３】電磁波除去」、本件商品、ノートパソコン及び電磁波検知器を手

にした人物の画像と共に、「ノートパソコンに電磁波検知器を近づけると… ↓ ピッ

ピッピッ」、「電源が入っていなくても、コンセントが繋がっていれば、ノートパソコンや

『滝風イオンメディック』に電磁波検知器を近づけると『ピッピッ』と検知音が鳴りま
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す。」、並びにスイッチを入れた本件商品、ノートパソコン及び電磁波検知器を手にした人

物の画像と共に、「『滝風イオンメディック』の電源を入れた途端に ↓ ・・・」、「マイ

ナスイオンの生成を始めると、ノートパソコンや『滝風イオンメディック』本体に検知器

を近づけても、検知音が鳴らなくなりました。」 

・「【消臭効果】…マイナスイオンには、ニオイ成分を分解する作用があります。アンモニア

溶液が染み込んだティッシュにマイナスイオンを当てたことで、ニオイ成分が分解、消臭

されたというわけです。」 

・「【血圧降下効果】…血圧が高くなる原因の一つに、いわゆるドロドロ血液があります。

もともと、血液に含まれている赤血球はマイナスの電気を帯び、お互いが反発し合って、

くっつくことはありません（つまり、血流が良い状態で保たれる）。 ところが、空気環

境が悪い場所にいたり、ストレス・疲労を溜めたりすると、次第にプラスに帯電する赤血

球が生まれ、お互いがくっつき、ドロドロ血液になってしまいます（これが高血圧の原因

となる）。 そこで、大量のマイナスイオンを浴びると、プラスの赤血球が、再びマイナ

スの赤血球に戻り、血流がスムーズになります。その結果、血圧が下がるのです。 実際、

医師の協力のもとで行なった試験では、被験者全員に、『ドロドロ血液が改善した』とい

う結果が得られました【実験４】参照。」並びに「【実験４】血液サラサラ効果」、「ド

ロドロ血液の方に、『滝風イオンメディック』で作ったマイナスイオンを１０分間吸入し

てもらい、血液の変化を観察しました。 その結果、いずれも血液の状態が改善されて、

サラサラ血液に。また、白血球が活性化するなどの変化が確認されました。」、「４１歳

女性」、「４５歳女性」、「３０歳男性」、「吸う前」及び「１０分後」と記載した血液

の状態をそれぞれ示す画像と共に、「赤血球の塊が正常な状態に戻りました！」及び「検

査機関：東京八重洲メディカルクリニック（     医師）」 

・「【電磁波除去】…２４００万個／ｃｃという、超高濃度のマイナスイオンが電磁波に作用

したと考えています。付け加えれば、『ドロドロ血液の改善』も、この延長線上にありま

す。」 

・本件商品の画像と共に、「８０畳まで対応」、「吸うだけで元気になる『空気』を作り出す！」、

「一つひとつは力の弱いイオンでも、２４００万個／ｃｃという膨大な量になると、素晴

らしい還元作用を発揮します。」及び「『滝風イオンメディック』の効果 ▶活性酸素の除去 

▶関節炎 ▶糖尿病 ▶慢性肝炎 ▶慢性腎不全 ▶動脈硬化症」 

（別添写し３） 
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別表４ 
表示内容 

本件商品の画像と共に、「…ＴＡＫＩ ＩＯＮ ＭＥＤＩＣ(医療用物質生成器)は常に室内

の空気をきれいにし自己の免疫力を高め正常な免疫力を保つことで花粉症の発症を防いだ

り緩和することが期待できます。また室内に浮遊する花粉を吸着、除去と室内の見張り番に

是非１台」、及び本件商品の画像と共に、「滝風イオンメディックの前で呼吸すると涙目 か

ゆみ 鼻水 くしゃみが解消！」 

（別添写し４） 
 
 
 




